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新型コロナウイルス感染症に関する療養期間及び自宅待機期間について 

 

保護者の皆様には、感染拡大防止にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、これまでは陽性が判明すると、医療機関から保健所へ発生届が出され、保健所から

陽性者への指示がありましたが、この一連の動きが９月２６日より変更になったと県より

発表されました。このことを受けまして、保育施設等利用の保護者の皆様にご理解いただき

たい点について、以下の通りまとめました。引き続き、保育施設等ほか、利用する全ての施設へ

の連絡につきましては、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

【医療機関から保健所へ出される発生届について】（県の資料※１参照） 

・発生届が出され、保健所から連絡が入る方は、65 歳以上の方、入院を要する方、重症化

リスクがある方、妊娠中の方などに限定されました。それ以外の陽性者については、発生届

が出されないため、保健所からの連絡はありません。多くの子どもは発生届の対象者以外と

なるため、陽性者の療養期間や家族の自宅待機期間については、受診した医療機関に尋ねた

り県のホームページで確認したりすることが必要となります。 

 

【感染者の療養期間について】 

(1) 症状がある場合（県の資料※２参照） 

・発熱、咳、喉の痛み、鼻水等の風邪症状が出始めた日を発症日とします。これは、検査を

して陽性が判明した日とは異なる場合があります。例えば、軽い症状が出始めた日から数日

後に受診し陽性が判明した場合は、発症日と陽性判明日が異なります。従って療養期間を数

える際は、発症日を 0日目とし、7日目までが療養期間となり、8 日目から保育施設等が利

用可能となります。 

・同じ日に陽性が判明しても、保育施設等を利用可能となる日が違うことがあります。これ

は、発症日が異なることによるものです。 

・8 日目から登園可能となりますが、10 日間が経過するまでは感染リスクがあるため、丁寧

な健康観察と感染予防行動（県の資料※3 参照）のご協力をお願いいたします。 

 

(2)検査を受けた日から療養期間終了まで症状がない場合（県の資料※４参照） 

・検査を受けた日を 0日目とし、7日目までが療養期間となり、8 日目から保育施設等を利



用可能となります。 

 

【濃厚接触者である同居家族等の待機期間について】（県の資料※５参照） 

・家族の陽性が判明したら、同居されている方は濃厚接触者となるため、自宅待機をお願い

いたします。 

・陽性者に、発熱、咳、喉の痛み、鼻水等の風邪症状が出始めた日（無症状の場合は検査を

受けた日）、または、家庭内で下記のような感染対策を取り始めた日のいずれか遅い方を 0

日目として 5 日間の自宅待機となります。症状がないことを確認の上、6 日目から登園可能

となります。ただし、7日間が経過するまでは感染リスクがあるため、丁寧な健康観察と感

染予防行動（県の資料※３参照）のご協力をお願いいたします。 

  ※感染対策とは 感染者と他の同居者の部屋を可能な限り分ける、換気、マスク着用、

手洗い、手指消毒、物の共有を避ける、ドアノブ等の共有部分を消毒するなど 

 

【自宅待機期間中に、別の家族が発症した場合について】 

・自宅待機期間中に、別の家族が発症した場合は、自宅待機期間が延長となります。改めて

発症した家族の症状が出始めた日（無症状の場合は検査をした日）を 0 日目として、5 日間

の自宅待機となります。症状がないことを確認の上、6 日目から登園可能となります。 
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